
５ 議事

【片桐総務課長】
運営協議会の委員の皆様におかれましては、
お忙しい中ご足労くださいまして誠にありが
とうございます。
私は委員長選出までの間、進行を務めさせ
ていただきます総務課長の片桐でございます。
よろしくお願いいたします。
なお、本日机の上には議事録作成のための
音声録音用のマイクを設置させていただいて
おります。発言の際はマイクを手にお持ちい
ただく必要はございませんので、着席された
ままご発言をお願いいたします。なお、会議
中写真を撮影させていただきますので予めご
承知下さいますようお願いいたします。
では、ただいまから令和２年度鶴岡工業高
等専門学校運営協議会を開催させていただき
ます。
初めに校長の高橋よりご挨拶申し上げます。

【髙橋校長】
皆さんこんにち
は。本日は足元の
悪い中、また師走
のお忙しい中お集
まりいただきまし
てありがとうござ
います。
特にこの庄内地
区では昨今新型コ
ロナウイルスの感染者がかなり多く出ており
まして、その意味では皆様方にご足労いただ
くのもためらうような事態ではございました
けれども、何しろこの協議会が本校にとりま
して一番の外部評価委員会ということで、開
催しないわけにはいかないということで、皆

さんにご足労いただきました。よろしくお願
いいたします。
本日は、我々副校長それから事務部長はじ
め、全員で皆様方に特に本年度の活動をご理
解いただくように丁寧に説明させていただく
つもりでございます。本校がますます発展す
るためでございますので、ぜひ奇譚のないご
意見をいただければ大変嬉しく思います。本
日はよろしくお願いいたします。

【片桐総務課長】
次に、校長の髙橋より委員の皆様をご紹介
させていただきます。
（髙橋校長から運営協議会委員の紹介）

【片桐総務課長】
本校出席者の紹介は上條副校長から順に一
人ずつ自己紹介をお願いします。

（各自自己紹介）
【片桐総務課長】

その他に本校の各コース長、センター長、
事務職員が列席させていただいております。
どうぞよろしくお願いいたします。
それでは本日の日程をご説明いたします。
お配りしております議事の裏面をご覧くださ
い。
ただいま「日程及び配付資料の説明」のと
ころを説明させていただいております。この
後、委員長の選出、その後、議事に入りまし
て学校の概要説明、それから基準１から３ま

髙橋 幸司
校長
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での説明の後質疑応答とさせていただきます。
休憩を挟みまして、基準４から選択的評価事
項Ｂまでの説明をさせていただき、質疑応答
を行わせていただいて、最後に委員の方から
総括、まとめ等をお願いしたいと思っており
ます。
大変タイトな時間配分となっておりますが、
議事の進行にご協力をお願いいたします。
次に配付資料の確認をお願いいたします。
議事の下の部分に配付資料の一覧を付けてご
ざいます。資料の１―１から資料８―４まで
となってございます。個々の説明につきまし
ては割愛させていただきます。また外部委員
の方々におかれましては、カレッジプロファ
イルをはじめといたします冊子ものの資料も
参考として配付させていただいております。
もし過不足等ございましたらお知らせいただ
ければと思います。
それでは、次第に従いまして委員長の選出
に入らせていただきます。本日の配付資料の
中で資料２―１がございますけれども、委員
長につきましては運営協議会規程の第４条第
１項の規定によりまして委員の互選となって
ございます。事務局から早坂委員にお願いし
たいと存じますけれども、いかがでしょうか。
（異議なし）

【片桐総務課長】
ありがとうございます。
それでは、委員長からご挨拶をお願いいた
します。

【早坂委員長】
委員長に任命されました、早坂と申します。
どうぞよろしくお願いいたします。
今年で２回目なものですから、少し私も考
えてきたのでございますけれども、校長先生
の方針でございますが、研究する高専・地域

に貢献する高専・
国際通用性を有す
るエンジニアを育
成する高専、この
三つの柱のもとに、
現在、教育をされ
ているわけでござ
いますが、今年は
新型コロナウイル
スの状況の中で、
非常に世の中やはり大変な変化を起こしてい
るのではないかと思うのです。その中でやは
り高専の生徒の中でもどういう心理状態にな
っていらっしゃるのか、そういう変化という
ものをどういうふうに捉えていらっしゃるの
か、それと指導する先生方がそれに対する対
応の仕方、今までとは違うのではないかなと
私なりに感じておりますが、その辺のところ、
今年の皆さんの結果報告といいましょうか、
中間報告なっていると思いますが、その辺の
ところも加味した上でお話を承れば非常に嬉
しいなと思っておりますので、一つその辺を
加味しながらこれから皆さんのご意見を伺い
ながら、また委員の人たちの最後に色々とお
話があると思いますので、それを加味しなが
らこれから進めて参りたいと思いますので、
どうぞよろしくお願いしたいと思います。

【片桐総務課長】
では委員長、議事の進行をお願いいたしま
す。

【早坂委員長】
それでは早速進行の方に入らせていただき
ます。
議事に入りますが、最初に運営協議会の趣
旨説明を事務局からお願いいたします。

【片桐総務課長】

早坂 　剛
株式会社エル・サン…代表取締役会長
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資料の２―２をご覧ください。本校の自己
点検・評価に関する実施基本方針となってご
ざいます。本校の自己点検・評価はこの資料
２―２の方針に基づいて実施しておりまして、
主に令和元年度実績に基づく自己点検評価結
果を記載いたしたものとしまして、本日お手
元に配付しております資料３「自己点検評価
表」、こちらにございます。
これから各担当が基準１から順にそれぞれ
の観点におけます令和元年度の実施状況等を
ご説明申し上げますので、各点検項目に沿っ
た教育及び運営等がなされているかの評価を
お願いいたします。
本協議会終了後、本日の説明、それからお
配りしております資料等に基づきまして、資
料３の右側の黄色で塗った部分に５段階評価
で評点、それから特に見直しや改善が必要と
思われる項目を中心に、「委員コメント欄」
にコメントの記載をお願いいたします。なお、
コメントは全ての欄に記載いただく必要はご
ざいません。この資料のエクセルデータは別
途事務局から電子メールでお送りいたします
ので、大体 10 日ぐらいを目処にご記入いた
だき返送くださいますようお願いいたします。
以上です。

【早坂委員長】
それでは、ただいまの何かご質問ございま
せんでしょうか。
なければ、学校概要の説明に入らせていた
だきます。髙橋校長よりよろしくお願いしま
す。

【髙橋校長】
では私の方から学校概要を説明させていた
だきます。
本校の 10 年ビジョンということで６年ほ
ど前に策定されたものでございます。

魅力ある学校として鶴岡高専の 10 年ビジ
ョンということで、委員長からも説明がござ
いましたが、本校は研究する高専を標榜して
おりまして、メタボロームキャンパスに
K-ARC という研究所を設け、研究と教育を
両輪であるというふうに定義付けて進めてお
ります。また、地域に貢献する高専、このた
めには地域を知ることを第一と考えまして、
講義は地域の経済人の方々にお願いし、それ
から学生たちは企業製造業等で CO-OP 教育
を行うことに重点をおいております。それか
ら三つ目の柱としては国際通用性を持ったエ
ンジニアを育成するということで、海外研修
等は非常に多くさせていただいております。
次に本校の教育の特徴でございますが、１
年次は一括で採ると。これは後程説明いたし
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ます。そこで創造工学の基礎を幅広く教育す
ると。そして２番目の特徴としてアクティブ
ラーニングを導入する。３番目として地域ニ
ーズ対応型の教育研究プロジェクトを推進す
る。４つ目としてやはりベンチャー企業を出
したいということで、アントレプレナーシッ
プを育成しております。５つ目の特徴がアド
バンストスチューデント制度ございます。こ
れらにつきましては後程詳しく説明いたしま
す。
本校の教育体制でございますけれども、ま
ず本校では地域からの要請に応じて、これは
アンケート調査をさせていただきまして、産
業構造の強度化に対応できるような融合複合
型の技術者の育成を目指しております。その
第一歩として１年次は混合学級として、４学
級に単に分けて運営させていただき、この１
年次のときに化学は何か、機械は何か、電気
は何か、情報は何かを叩き込みます。その結
果、２年次になって各基本コースに分かれま
す。ここでの１番の大きな成果と申しますの
は、昔は最初からこの情報コース、電気・電
子、機械それから化学・生物と分けて入学を
させていたわけでございますが、１年生のと
きにそれぞれのコースの特徴を教えるがため
に、大体女子学生は 30 名ほど毎年入ってま

いりますけれども、以前は機械コースに入学
する学生はほとんどおらなかったのですが、
この１年次に混合学級として教育することに
よって、３割の女子学生が機械コースに進学
するようになりました。これは非常に大きな
特徴であろうと思っています。
これで２年３年とこの基本コースで各専門
を教えまして、４年５年になったとき、今製
造業では電気なら電気だけの知識があればや
っていけるというものではございません。電
気でありながら機械、化学の知識あるいは逆
に化学でありながら電気や機械の知識、そう
いったものが必要になってきます。そのため
にそれぞれ四つのコースそのままの四つの分
野に加えて、それぞれ三つの分野が融合した
材料工学、資源エネルギー、メカトロニクス
の３分野を加えた７分野に分けるということ
をやって卒業させます。
この学科再編で期待される効果はまずはア
ドバンストスチューデント制度、これは後程
紹介いたしますが、各コースの１割の学生、
ですから合計 16 名の学生をこのアドバンス
トスチューデントに認定して、これらの学生
たちに海外との共同研究先等を経験させるた
めに長期の留学をさせて、グローバルな人材
を育成するなどということも行っております。
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それから地域ニーズに応えたコース設計によ
りまして、アントレプレナーシップを育成す
る。特に本校で考えておりますのは主体性を
育むということになっております。
本校の教育体系でございますけれども、５
年間本科で学んだ後、専攻科を２年間行くわ
けでございますが、最初はジェネリックスキ
ル、これがやはり高専の１番の特徴だと思っ
ておりまして、人間力を高めるということに
重点を置いております。グローバルな対応力
それから課題発見解決型の力をつけさせるよ
うにしております。

今度は国際交流と英語教育でございますけ
れども、国際的に活躍できる技術者というこ
とで、短期留学でございますとか「トビタテ！
留学 JAPAN」の仕組みであるとか、これは

約１ヵ月間行くものでございますけれども、
こういうものを学生たちに提示して、今年は
残念ながら行けませんでしたけれども、毎年
40 名ほどの学生が留学をしております。そ
れから受け入れとしては短期留学生それから
海外の学術提携先の開拓ということで、10
ヵ国を超える国との連携を果たしております。
また英語力の強化ということでTOEIC の受
験等を本校の中でできるような仕組みを作り
まして、学生たちがそういう教育を受けやす
い体制を整えております。それから国際会議

等での口頭発表を非常に積極的に行っており
ます。これがその国際交流の実績でございま
すけれども、派遣学生はこの程度、それから
受け入れ学生はこの程度となっております。
それで、海外留学プログラムの特徴でござ
いますけれども、シンガポールやマレーシア
に行くということが主だったのでございます
が、４年ほど前からニュージーランドを新た
な留学先として開拓いたしました。これは学
生たちから、やはりシンガポール、マレーシ
ア等の英語は本当のネイティブな英語ではな
いと、もっと母国語として英語を使っている
国に行かせてもらいたいということで、ニュ
ージーランドを開拓させました。２週間ぐら
いが大体の期間でございますので、できるだ
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け時差のないところで母国語が英語の国を探
して、ニュージーランドを開拓させていただ
きました。それから、中長期としてはオース
トラリア、ニュージーランド、ベトナム、タ
イ、台湾、それから山形大学が主になって行
っているところに我々も加えさせていただい
ておりますが、南米メキシコにも行かせてお
ります。
それで、海外の提携校でございますが、台
湾にある長

チャンゴン

庚大学、これは私立大学ではトッ
プの大学で、ここの石油化学会社が母体にな
っている大学でございまして、台湾の GDP
の５％程度を占める大きな会社がバックに
付いた大学と提携を結んでおります。それか
ら最近重点をおいておりますのが、タイにあ
りますラジャマンガラ工科大学でございまし

て、ここと提携を結んで、例えば環境問題で
あるとか、そういったもので共同研究を進め
たいと思っております。また、オーストラリ
アとのニューカッスル大学とも提携を結んで
おります。
ここからはトピックスになりますが、ＪＡ
全農山形、これはマスコミの方でいろいろと
報道していただきましたが、KOSEN版の簡
易ウェザーステーション、ここにあるもので
ございますが、これを七つほど、三川町に設
置させていただいて、データ取りを行ってお
ります。ゆくゆくは庄内地域の農家等にこの
ウェザーステーションが広く普及することを
考えております。

続きまして、岡谷鋼機株式会社でございま
すけれども名古屋に本社のある 350 年を超
える歴史ある会社でございまして、２年間に
わたりまして各 1,000 万円の人材育成寄附を
いただきまして、それで先程申し上げたウェ
ザーステーションであるとか、あるいはビジ
ネスモデル、これらをやって、あとは委員長
でいらっしゃる早坂様の松ヶ岡ワイナリーに
もこのウェザーステーションを設置させてい
ただいたりしております。左側が岡谷社長で
ございまして、株式会社新池田という会社が
鶴岡市にありますが、岡谷鋼機が力を入れて
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いる同社の小会社で、その社員だった右側の
杉戸様が社長として勤めていた時期に本校と
岡谷鋼機様を結び付けてくれたということで
ございます。この寄附事業では四つのプロジ
ェクトが進んでおりまして、２年間大変頑張
らせていただきました。

また、地方銀行との連携ということで、山
形銀行との連携強化をしておりまして、覚書
を締結させていただいております。特に山形
銀行の連携の県内企業と鶴岡高専生との交流
会等を行っておりまして、具体的な成果とし
ては県内就職の内定が出ております。
それから株式会社野村総合研究所と人材育
成で連携強化ということで、野村総研の此

このもと

本
社長様と私とでMOUを締結させていただき
まして、この成果として SDGs の未来都市に

鶴岡市が選定され、我々もそれに対して協力
をさせていただけるような体制を構築してお
ります。

それから昨年、廃炉創造ロボコンでの最優
秀賞。課題をクリアできたのが唯一本校だけ
だったということで、非常にこれは晴れがま
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しい出来事でございました。デブリを模した
ボールやピンポン玉を回収して、それを持ち
帰るというところまでできたのが本校だけと
いうことでありました。その前にデザコンと
言っておりますが、全国高専デザインコンペ
ティションで審査員特別賞を受賞しました。
実は、この受賞が先程の廃炉創造ロボコンの
２週間ほど前でございまして、これは一時話
題になったのですが、すぐに最優秀賞を獲得
した廃炉創造ロボコンに話題を奪われてしま
ったということもございました。

それからコロナ禍における地域貢献ですが、
専攻科の１年生が３Ｄプリンターを使ってフ
ェイスシールドを作り、鶴岡市立荘内病院に
寄贈させていただきました。それから、尾花
沢市にある株式会社最上世紀様と管楽器奏者

用のフェイスシールドを共同開発したりして
おります。
それから高専のファシリテーション講座と
いうことで、やはり高専の教員が教育術を覚
えなければならないということで、ファシリ
テーションの専門家の方に講師を依頼しまし
て、こちらに３日間おいでいただきました。

私以外の教員 10 名がこれに参加してスキル
アップを図り、この後期から対面型の授業に
なっておりますけれども、そこでこのファシ
リテーションの技術を使った講義を進めてお
ります。
それから産学連携with コロナであります
けれども、やはり地域企業と本校の学生、教
員が Zoomを使ってグループワークをすると、
特に過日行われたこの講演会では、野村総研
の社会システムコンサルティング部長でいら
っしゃる神尾様においでいただいてご講演い
ただき、その後本校の教員がファシリテーシ
ョンの技術を使ってグループワークを行わせ
ていただきました。
今後の展望でございますが、高専の研究拠
点化の中核となる、これは着々と進んでおり
ますが特にバイオとスマート農業に力を入れ
てさらに進めていきたいと思っています。そ
れから地域産業のプラットフォーム形成とい
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うことで、特に我々が力を入れたいのは同窓
会ともっと緊密な連携をして地元の企業をバ
ックアップしていきたいと思っております。

それから“ローカルハブ”、これは野村総研
の言葉でございますが、この鶴岡地域もロー
カルハブとして海外との連携もとれるような
大きな産業を起こしていきたいというふうに
思っています。さらに産学共同人材育成のさ
らなる推進ということで CO-OP 事業をいっ
そう深く進めていきたいというふうに思って
おります。以上で説明を終わります。ご清聴
ありがとうございました。

【早坂委員長】
ありがとうございました。
続きまして、もうお二人から説明いただい
た後にご質問いただきたいと思いますので続

けさせていただきたいと思います。それでは、
基準１「教育の内部質保証システム」及び、
基準２「教員組織及び教員・教育支援者等」
について、神田教務主事よりお願いいたしま
す。

【神田教務主事】
今ご紹介いただ
きました教務主事
の神田と申します。
これが評価基準
の１から８、及び
選択的評価事項の
ＡとＢでございま
すが、私からはま
ず、このうち基準
１と２についてご説明申し上げます。

神田 和也
副校長・教務主事
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内容が教育の内部質保証システムというこ
とで、少し堅苦しい内容になるのですが、本
校が教育機関として内部質保証システムが機
能整備されているかというところの説明とな
ります。

ここにございますように、学校教育法第
109 条に教育の質の改善・向上を図るため
の教育研究の改善を継続的に行う仕組み「内
部質保証システム」が整備され、機能してい
るかということが今非常に問われております。
本校でも整備している状況のご報告となりま
す。
本校では教育理念に「理魂工才」「自学自習」
を掲げて、庄内地域をはじめ県内外に技術者
を輩出することに努めております。そのため
にも PDCAサイクルを構築して高専の定め

る基準、また文部科学省の定める基準に沿っ
て三つの方針、ディプロマ・ポリシー、カリ
キュラム・ポリシー、アドミッション・ポリ
シーを定めて PDCAサイクルを構築してお
ります。さらにその自己点検を行ったものを
公式Web サイトに公表をしております。
これが本校における PDCAサイクルの概
要となります。数式的な話になって細かいの

ですが、教務委員会、専攻科委員会等でプラ
ンを立てて、教員団で実行いたします。さら
に本校では教育点検委員会を設けて実際行わ
れている授業、また試験等に対して常に点検
を行います。その点検された内容を改善委員
会に回して、改善案を出してもらいさらにＦ
Ｄ委員会等に対してブラッシュアップしてさ
らに PDCAを回します。本校の教育システ
ムがしっかり回っているかという外部評価を
今回の運営協議会という形でご確認、評価を
いただければと思っております。本校の中で
は校長を中心に将来構想・戦略会議、運営会
議、さらに自己点検ができているかどうかを
確認する自己点検・評価委員会を構築して教
育システム改善、PDCA サイクルを構築し
ております。今本校でまだまだ教育において
いるのですが、今後さらに先程学校長が申し
上げたとおり研究活動や国際交流においても
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PDCA サイクルを回して常に自浄能力のあ
る組織に改善していきたいと思っております。
そのためにも定期的にアンケートなどモニ
タリングの実施をしております。在学生に対
する教育改善に対するアンケートですとか、
卒業生卒業時もアンケートを行っております。

また、就業先の企業様にもアンケートを調査
しております。これが平成 30 年度末に実施
した卒業生就職先のアンケートとなります。
こちらについては評価をいただいているとこ
ろは、少し字が小さくて見えづらいのですが。
高い評価はいただいております。

【髙橋校長】
技術的基礎技術と誠実さ。

【神田教務主事】
ということで、やはり高専生らしい評価は

いただいているのですが、卒業生・修了生に
不足している点の断トツが英語力なので、ま

た後程述べさせていただきますが、確かに高
専生の弱みは英語力と言われていますので、
昨年度の運営協議会でも早坂委員長から英語
力についてのご指摘をいただいていましたが、
さらに本校では授業強化したいと思っていま
す。
こちら学生のみならず教員も自己点検・評
価を行っておりまして、独自の手法によって、

それぞれ学生指導だったり、国際交流だった
り、研究に対してどんなバランスで自分が１
年間過ごしたかということを自己評価し、さ
らに毎年必ず校長とこの評価シートをもとに
面談をしていただいて、それぞれ見直しをす
る機会を設けてございます。
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細かい話に入っていくのですが、本校では
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリ
シー、アドミッション・ポリシー、三つの方
針を定めていることを簡単にご説明申し上げ
ます。三つのポリシーがいかなるものかとい
うのを簡単に説明させていただきます。

ディプロマ・ポリシーというのは卒業認定・
学位授与の方針で、学生が身につけるべき資
質能力のことを指します。カリキュラム・ポ
リシーは教育課程の編成・実施方針、これが
しっかりと明らかにされているかというとこ
ろになります。また、アドミッション・ポリ
シーとは入学生受け入れ方針のことで、入学
者選抜のあり方を具体的に示しているかとい
うところを三つのポリシーと定めて、学校で
定め、公表しているかというところの内容と

なります。
本校としては卒業認定・学位授与の方針と
してはディプロマ・ポリシーとしてこの（Ａ）
から（Ｇ）をそれぞれ定めております。全文

読むのは割愛いたしますが、知識を統合し多
面的に問題解決する構想力を身につける、で
すとか、幅広い教養と技術者・研究者として
の倫理を身につける、あとこの◯◯というと
ころは四つのコースがございますので、機械
工学の基礎としての数学・自然科学の基礎学
力を身につける等々その（Ａ）から（Ｇ）に
わたって方針を定めてございます。
こちらはカリキュラム・ポリシーでさらに
見にくく細かい字なのですが、コースごとに
ディプロマ・ポリシーに合わせた能力を育成
するために、このようにカリキュラムの編成
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方針を明確にしております。実は先週の 12
月 3 日に、大学改革支援・学位授与機構と
いうところから機関別認証評価という審査を
受けまして、このポリシーの書き方がだめだ
と言われて、全面的に見直したものを今ホー
ムページには公表しているのですが、今回は
昨年度のままの評価をいただくということで、
昨年度のものをお出しさせていただいており
ます。
こちらがアドミッション・ポリシーで、新
入生の受け入れるとき、入学生の受け入れ方

針になります。このように四つを掲げて、特
に最後、「ものづくり」に対する専門知識を
身につけて将来課題解決のために活動するリ
ーダーとなることを志す人ということを強調
しております。
こちらが専攻科のディプロマ・ポリシーに
なります。こちらは後程専攻科長からも話が
あるかもしれませんが、このように四つの項
目を設けております。４番目に英語力を含め
たコミュニケーション力ということで専攻科
も一段と英語力に力を入れてございます。こ
ちらが専攻科のカリキュラム・ポリシーで、
これも先程同様ディプロマ・ポリシーを達成
するためにどのようにカリキュラムを編成し
ているかということを公表している内容でご

ざいます。こちらもアドミッション・ポリシ
ーで専攻科の入学者受け入れ方針となります。

科学技術への関心が高く、研究に対して意欲
がある人もさることながら、発想に独自性が
ありチャレンジ精神に富んだ人、先程学校長
が申し上げたとおり、とにかく主体的に自ら
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動き自ら考えられる人を受け入れ方針に掲げ
ております。こちらの三つの方針、今ほどの
三つのポリシーが社会状況の変化に合わせて
適宜見直されているかというところの説明と
なります。

こちらもいささか見づらいのですが、この
ように年間スケジュールを立てて、先程申し
上げた委員会が適宜会議を開きながら社会情
勢に合った三つのポリシーがしっかりと編成
されているかというところを本校では整備し
てございます。

続きまして教育組織及び教育支援の内容と
なります。こちらについては今ほど言った内
部質保証システムを支える教育組織、さらに
その支援者等がどういうふうに機能している
かというところの説明となります。ここに書

いてありますけれども、組織構成が学校の目
的に照らして適切であるかどうかというご説
明になります。こちら、先程学校長が丁寧に
ご説明申し上げて重複しておりますので割愛
させていただきます。
本校では各学年 160 名の定員になります。
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定員 160 名に対して、原級留置等もありま
すので、現状 160 名を前後しておりますけ
れどもほぼ定員で推移しております。こちら

は昨年度の実績になりますが、県内からの出
身者の割合とまた県外者の学生数になります。
本科生全員で 803 名、庄内地域が 74％にな
ります。県外からは 19 名、内陸が 22.7％と
なります。このうち半分が今寮で寄宿してい
る状況となります。こちら専攻科の定員 16

名に対して現状それぞれコース別で配置され
ていまして、第１学年は 16 名、第２学年は
18 名で、32 名の定員に対して 34 名の定員
で運用してございます。
こちらが運営体制図で学校総覧等でも記載
させていただき、ホームページでも公表させ
ていただいておりますが、学校長を中心にそ

れぞれ将来構想・戦略会議、運営会議等々が
配置され、先程から申し述べている学校とし
て機能できるよう整備をしている組織となり
ます。

教育活動を整備するために必要な教員が適
切に配置されているかというところが問われ
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ておりますけれども、このようにこれも非常
に見づらい小さい表で申し訳ないのですが、
このように校長はじめ基盤教育グループ、機
械、電気・電子、情報、化学・生物コースと
バランス良く配置されています。本校は外国

人教員が３名配置されておりまして、実務経
験者が３割以上となるバランスのとれた教育
機関となっております。また学位取得者が９
割以上を占めております。特例適用認定専攻
科審査、こちら本校の専攻科において学位授
与をできる特例認定を受けての教員が 60％
程度配置しておりますが、そちらをこれから
さらに強化していきたいと思っているところ
です。
また、本校では教員の相互授業参観という
ことで、教育力、教育の質をアップするため

にオープン授業参観等を行い、それぞれ啓発
し合いながら教育力を高め、教員相互で学び
合いの場を設けております。また、教育研究
活動を活性化するために本校では教職員等顕
彰規程に基づき、年度末に顕著な具体的な功
績のある教員に表彰状を出したり、またさら
に研究活動を活性化させるために研究助成金
制度も設けています。さらに教員の研究を推

進支援するために研究奨励教員制度も設置し
てございます。
こちらは教員の採用および昇格にあたって
明確な基準、規程が定められているか、こち

らについても本校では詳細は割愛させていた
だきますが、教員選考方針、選考基準、内部
昇任規程に則りしっかりとスケジュールされ、
適切な判断で厳格に運用してございます。
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教員の教育能力の向上を図る取り組み、ま
た教育支援者等が適切に配置されているかと
いうところについては、今年は残念ながらで
きなかったのですが、保護者授業見学会、学
校見学会を開催しまして、実際保護者の方か
らも授業参観いただきながら教員の質を高め
ているところでございます。また授業アンケ

ートも実施しておりまして、それぞれ前期後
期に学生に全科目で授業アンケートをとり、
それぞれ授業アンケートの結果を見ながら各
教員が自分の授業のあり方を改善していると
ころになります。こちらは玄関にも表示して、
科目までは出ていないのですけれども、どう
いう能力が求められてどういうところが低か
ったかというところもお互い啓発し合いなが
らオープンにして進めております。

また、こちらは教育改善改革ＦＤ委員会等
が主体となってそれぞれ教育力を高めるため、
教育以外でも教員の素養を高めるためにいろ
いろな研修会を実施してございます。こちら
は事務職員及び技術職員の構成となっており
ますが、本校では教員のみならずそれを支え
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ていただいている事務職員の方、技術職員の
方もこのような年齢構成で適切に配置させて
いただいております。
基準１及び２についてのご説明は以上とな
ります。ありがとうございました。

【早坂委員長】
ありがとうございました。
それでは、続きまして基準３について、小
野寺学生主事からお願いいたします。

【小野寺学生主事】
学生主事の小野
寺です。よろしく
お願いします。
私の方からは基
準３「学習環境及
び学生支援等」に
ついて説明させて
いただきます。
こちらの基準３
は大きく二つの観点からなっておりまして、
まず一つ目の観点としましては教育研究組織
及び教育過程に対応した施設設備が整備され、
また ICT 環境が適切に整備されるとともに
図書、学術雑誌、視聴覚資料その他教育研究
上必要な資料が系統的に集約、整理されてい
るというところが観点となっております。

まず、施設・設備の整備とその有効活動に
ついてですが、学内の研究室及び実験室の作
業環境を、作業環境チェックシートを用いま
して月１回実施しております。この実施で研

究室、実験室が適切に運用されていることを
確認し、改善すべき点はその都度改善してい
くという形で行っております。また、学内の
バリアフリー対応としまして、こちらの写真
は図書メディアセンターの入り口の写真にな
りますが、このように建物入り口にスロープ
を設けています。また、学内エレベーター５
ヵ所に、２号館、７号館、あとは新設されま
した８号館、図書館、厚生会館にエレベータ
ーを設けております。さらに学内のトイレに
おきましては障害者用のトイレも整備し、バ
リアフリーへの対応も整えています。

小野寺 良二
副校長・学生主事
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こちらは毎年度末に学生に対して行う学校
に対するアンケートの施設設備に関する結果
の一部抜粋でございますが、こちらの実験・

実習設備や卒業研究で使用する研究室につい
ては約 91％の満足度を得ております。また、
グラウンドや体育館などの体育施設・設備に
ついても 70％の満足度を得ております。体
育施設については若干満足度が低い部分があ
るのですが、やはりクラブ等である施設を共
有して使っていくというところがいくつかあ
りまして、そういう点でやはり十分な満足度
はまだ得られていないかなと思います。
続きまして、ICT の有効活用としまして、
有効に活用するためにはこの反省をしっかり
としなければいけないというところから研究
室、あるいは教職員が使用しているパソコン

には必ずアンチウイルスを導入し、ウイルス
対策を万全にしております。また、生活指導
講演会、サイバースキル育成講座で学生に対
してインターネット社会に潜む危険性を知っ
てもらい、安全な活用に関して啓蒙活動を行
っております。こちらは ICT 有効活用に関
する学生の声の結果になりますが、情報処理
演習室、授業でも使用されています。それ以

外でも使用されていますが、自由利用時間に
ついての満足度としましては 79％の満足度、
またインストールされているソフトウェアに
ついては 82％の満足度を得ております。続
きまして資料の収集、視聴覚資料、こちらは
DVD等になりますが、こちらは著作権処理
済みの資料を準備し、図書館が開館している
時間に限られますが、自由に視聴できる設備
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を整えております。また、こちら本校だけで
はないのですが、校内 LANを通じて蔵書検
索が可能となっております。研究室等から学
生が検索をして、あれば借りに行くような形
のスタンスで学生も有効に活用しております。
さらに本校外の蔵書検索、電子ジャーナル等
についてもアクセス可能となっております。
こちら、下のグラフは図書館に関するアンケ
ート結果になりますが、74％、図書館の本
や種類について満足であるという学生からの
回答を得ております。
続きまして、二つ目の観点になりますが、

こちらは学習支援体制、あとは経済面並びに
就職等に関する指導・相談・助言等を行う体
制が整備され、あとは学生の課外活動に対す
る支援体制等が整備されている、機能してい
ることということになります。
こちらは学生支援に繋がる各種ガイダンス
の年間の実績、昨年度の実績になります。項
目がたくさんありますが、主だったところと
しましては赤字、黄色塗りされているところ
ですが、こちらは就職や CO-OP 教育、つま
りキャリア支援、キャリアガイダンス等で１
年生から３年生にこのような形で実施されて
います。こちらは 10 月以降後期の活動実績
になっております。これ以外に試験前には担

任の先生から試験に向けての心構え等、そう
いった資料も適切に出されております。
教育に必要なガイダンスとして一つ資料を
提示させていただきます。こちらは令和元年

度の本科生 150 名に対して就職が 98 名、進
学・その他が 52 名になります。例年６割か
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ら７割が就職、残りが進学という傾向となっ
ております。求人倍率につきましては３年間
のものを示させていただいておりますが、本
科、専攻科とも非常に高い求人倍率を維持し
ております。こちらは本科専攻科の就職・進
学状況になります。どちらのグラフも青が就
職、オレンジが進学になります。令和元年度

実績ですが本科は進学率が 33％、専攻科は
24％となっております。本科の場合はこの
後出しますので、専攻科の場合は主に大学院
への進学となっております。こちらは本科の
進学の内訳になります。青が本校専攻科、オ
レンジが大学等になります。昨年度は全体で

48 名おりましたが、24 名が専攻科、残りの
24 名が大学等に進学しております。専攻科
の進学率、過去３年間の平均が大体 40％だ

ったのですが、昨年 50％ということで例年
より高い進学率だったのですが、令和元年度
からＡＯ入試というものを導入した結果がこ
ちらの結果につながっているのではないかと
思っております。
学習支援についてはまず学生の声をしっか
り聞くことが大切だと思っておりますので、
例年年度末に全学生を対象にこのようなスマ
ートフォン等で回答できるアンケートを実施
しております。こちらはその結果の一例にな

りますが、このように割合、あとはグラフで
しっかり出てきますので、学生の声を漏れな
く聞くことができ、我々もそれに対してしっ
かり向き合って改善すべきところは改善する
といった形で向上を図っております。また、
学生支援の一環として寮生会、学生会と将来
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構想・戦略会議との懇談会を設けております。
昨年度は令和 2 年の 1 月 21 日に行っており
ますが、今年度も 12 月に寮生会、1 月に学
生会との懇談会を実施して、学生の生の声を
直接聞いて、直接お互い意見交換をして改善
に努めております。
こちらは特別な学習支援の資料になります
が、スペシャルサポートルームと称していま
すがＳＳＲを活用した学力向上のための学習
支援を行っております。こちらは一昨年から

運用されていますが、特別支援が必要な学生
が利用したり、あとは普段勉強の仕方やレポ
ートの書き方等で勉強をしたいという学生が
自由に学習できるスペースになっております。
まだまだ利用実績が少ないところもあるので
すが、このように専攻科生がティーチングア
シスタント、指導役として学生が学生を支援
する形が徐々に作り上げられているところで
あります。
こちらは保健センターの情報になります。
保健センターでは不安の感じられる学生には
面談等を実施して親身に対応しております。
特に本校の教職員との相談対応も含め、外部
の専門職の方、県立心の医療センターの医師、
教育相談員、スクールカウンセラーが毎日で
はありませんが週１、昨年度は１回だったの

ですが、そういった形で学生の支援にあたっ
ております。

こちらは進路指導・キャリア教育になりま
す。主に４年生、専攻科１年生が対象となり
ますが、このように学外、桃色の部分は学内
のセミナー、黄色の部分が学内で行われる合
同企業説明会で県内外の企業合わせて 160
社程度が体育館に集まり、学生と直に話をし
ながら学生も情報を収集していくという活動
を行っております。学生が求人情報を見て進

路を決めていくわけですが、その求人情報は
こちらの進路支援システムで閲覧することが
できます。こちらはスマートフォン、あるい
はパソコン等でもインターネットが繋がって
いればいつでもどこでも見られるシステムで
すので、学生はこのシステムを活用し、企業
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情報あるいは求人情報を検索し、自分の進路
に役立てております。

続きまして、課外活動指導でありますが、
本校課外活動指導教員、課外活動安全管理指
導業務の手引をスポーツ庁及び機構本部のガ
イドライン、加えて県の課外活動のガイドラ
インを基に独自で作成しております。全ての
部活、コンテストには顧問を配置し、適切な
指導・支援を行っております。また、暫定的

な部活、見方を変えますと、正式に部活動と
して認めていない活動についても担当教員を
配置し、支援を行っております。活動時間等
については資料のとおりでございます。
こちらは先程校長からもご紹介がありまし
たとおり、昨年度廃炉創造ロボコンで一番い
い賞をいただいたということになります。情

報系の学生がメインだったので、機械系かな
り大変だったということは聞いておりますが、
こちらの学生が一人機械の学生なんですが、
この学生が入ったことで飛躍的に効率が上が
ったと聞いております。こちらもすでに紹介

がありましたデザインコンペティションの紹
介になりますが、写真は先程出ましたので、
こちらの図が実際に提案されたものになりま
す。スケートボードを障害者、社会的弱者が

使えるような工夫をしたという点が評価され
たということです。さらにこちらが課外活動
の中でサービスデザイン部という部活がある
のですが、酒田市の飛島地区で家電修理のボ
ランティアを毎年行っております。昨年度で
11 年目になりますが、その取り組みが評価
されまして、昨年度山形県の「輝け！やまが
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た若者大賞」を受賞しております。その他の
大会結果等、昨年度のものですがこのような
形で結果として成果を挙げております。

最後に学寮関係になりますが、学寮でも学
習支援という形で、１年生対象の学習会を実
施し、34 回延べ 2,800 名が参加したという

実績があります。また、資格取得プロジェク
トを寮内で実施し、そういった学習支援につ
いても寮独自で行っております。さらに美化
活動として地域と共同して日常の清掃の他に
ボランティア活動を実施しております。最後
に寮生活の紹介になりますが、本校の半数が
寮生です。様々な事情を持った学生が様々お
ります。寮生活のしおりに基づいた１、２年
生の生活指導を上級生が中心になって適切に
行っております。学寮イベントとしては寮生
会が中心となって、寮祭、体育大会、肝試し
大会などを企画運営して寮生活の充実化を図
っております。また、最後に寮生避難訓練を
実施して災害時の安全確認を行い、いざとい
うときのための体制をしっかり整えておりま
す。

以上で基準３の説明を終わります。ありが
とうございました。

【早坂委員長】
ありがとうございました。これまでの学校
要覧、基準１、２、３まで今ご説明いただき
ましたけれども、これにつきましてご質問い
ただきましたらありがたいのですがいかがで
ございましょうか。

【東委員】
いろいろ詳しくご説明いただきましてあり
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がとうございます。
今年度のコロナ
禍での状況を教え
ていただきたいの
ですが、１学期の
授業はどういった
形式で、オンライ
ンですかそれとも
対面ですか、どう
いう感じでされて
いたんですか。

【髙橋校長】
前期は全てオンラインで行いました。後期
は対面で行っています。
ただ前期オンラインで行ったときに、それ
に対応をうまくできる学生とできない学生、
あるいは成績がオンラインだと非常にうまく
いくのに、対面だとうまくいかない学生、そ
ういうのが出てまいりましたので、後期から
はオンラインで行う授業はオンラインのまま、
２割程度はオンライン、８割を対面というや
り方で併用して行っております。

【東委員】
オンラインを始めるとき、本学も同じです
がWeb 環境、学生の半分が寮で半分が自宅
からだと思いますが、寮のインターネットの
環境とか、それから自宅の方もそういうのを
きちんとできない学生もいるかと思うのです
が、そういう大学からの支援なり、大学の設
備、環境を整える、相当お金もかかると思い
ます。その辺りはどうですか、混乱とかはな
かったですか。

【神田教務主事】
今のご質問につきましては、本校４月の初
めから遠隔授業を始めたわけではなくて、準
備が必要だろうということで、４月いっぱい

は遠隔授業のワーキンググループを立ち上げ
て、教員が遠隔授業の仕方を学びました。そ
れと同時に在学生全員に今ほどの環境につい
てアンケート調査を行い、ネットワーク環境、
タブレットを持っているか否か、パソコンを
持っているか否か、スマホだけかどうかとい
うことを全部調査した上で、5 月 11 日から
全面的に遠隔授業を始めました。その中でス
マホだけで受けている学生に対してはタブレ
ットの貸与を行い、さらにネットワーク環境
を持っていない学生に対してはWi-Fi ルータ
ーの貸与を行い、ほぼ１ヵ月程度で全学生が
スマホだけで授業を受けることがないように
環境は整備いたしました。

【東委員】
初めてのことなので本学も同じなんですが、
先生方オンラインの授業の準備など相当大変
だったと思いますし、それを支援する教職員
全員本当にご苦労されたのだと思います。そ
れから在宅ワークというものも行わなくては
いけないと、一時期は登校禁止というような
こともあったかと思いますけれども、本当に
非常にいろいろなことでご苦労されたのでは
ないかと思いますが、その辺り何かどういう
状況だったか、それと皆さんの学生の声も含
めて何かお聞かせいただければと思います。

【神田教務主事】
学校としてとった措置としましては学生同
士の繋がりの場がほしいと非常に大きな声を
いただいたので、臨時登校日というものを何
回か設けまして、密を避ける状態で学年ごと
に登校してもらいました。その中で足りてい
ないガイダンスとか説明を行いました。また、
ウェブ個別相談会というものを設けまして、
夕方５時から７時の時間帯に学生指導だった
り進路のことだったり勉強の仕方だったりと

東　 信彦
長岡技術科学大学長
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いうのを個別で相談できる個別相談会という
サイトを設けて、対応してまいりました。
もう一つは学校長の指示もありまして、山
形県内だいたい庄内・村山・置賜・最上とい
う四つの地区に分かれるのですが、各地区に
出向いて行きまして、地区別の懇談会という
ものを設けて、とにかく学校として出来る限
り保護者に寄り添いながら学生に寄り添いな
がら対応できるところは行ってまいりました。
臨時登校日、非常に最初は行いたいと言っ
ていただいたのですが、新型コロナウイルス
感染者が発生するとなぜやるんだという声が、
戸惑いながらではあったのですが、学校とし
ては本当に一人も漏らさないと言いますか、
支援しようということでそのような対応をし
てまいりました。

【東委員】
すばらしいですね。非常にご苦労されたと
思いますが、よく行われていると思います。

【早坂委員長】
続きまして、皆川委員どうぞ。

【皆川委員】
二つ質問があり
ますけれども、一
つは野村総研との
連携についてのご
紹介がありました。
11 月 24 日 に

神尾さんを講師と
してというような
こともされたとい
うことですが、鶴岡市としても野村総合研究
所との連携に取り組んでいるということもあ
りますので、これは高専としてもしくは地元
企業と 11 月 24 日に参加されていた地域企
業もいたということですので、企業と野村総

研との関係で、何か具体的に連携として想定
されそうなことが、さらに深めていけそうな
ことがどんなことがあるだろうかということ
が１点目の質問です。
それからもう１点がアドミッション・ポリ
シーですか、受け入れの方針ということで、
リーダーになるとかいろいろあったと思いま
すが、これは難しいと思いますが、例えば医
学部で地域枠というものがあると思うんです
が、早坂会長もそうですけれども、地元の企
業で、これも毎回毎回この話になるわけです
けれども、ぜひ高専生に来ていただきたいと
いう声があるわけなんですけれども、そうい
うアドミッション・ポリシー上、地元定着と
か地方創生とか、そういった観点というのが
検討されているのか、どういう位置付けにな
るのかということと、それと合わせて企業研
究のときに 160 社が来られたというご紹介
がありましたが、地元企業の参加状況につい
て、今手元に何かありましたら教えていただ
ければと思います。

【髙橋校長】
最後の質問だけ私が答えて、あとは神田の
方がお答えいたします。
合同企業説明会 160 社ですが、そのうち
我々の後援会に入っている企業これが大体地
元企業が半分 80 社、残りの 80 社が全国規
模の会社というふうにお考えいただければと
思います。地域枠というお話しが出ましたが、
我々もやはり今 160 名中 100 名ほどが就職
するわけですが、100 名のうち地元に残る割
合が大体 30 名、70 名が県外に出ていくとい
うことになっています。ただ、今年度は新型
コロナウイルスの関係があるので、やはり地
元に残った方がいいのではないかという危惧
が少し出ているやには聞いております。

皆川 　治
鶴岡高専技術振興会会長
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あと、やはり学生は福利厚生が整った企業
というのを非常に重視しております。それで
私どもが今、非常に考えておりますのは高専
生の優秀さをもう少し評価していただきたい
ということで、地域の企業に大卒と高専卒の
初任給を同じにしてもらうような働きかけを
いたしまして、今 11 社がそれに賛同してく
ださっております。今年度中に 11 社に本校
に来ていただいて、高専生を元気にするシン
ポジウムという仮の名前ですけれども、つけ
ておりまして、壇上に３、４人集まって上が
っていただいて、なぜ高専生と大卒生の初任
給を同じにしたのかという話をしていただき、
それが終わりましてから企業説明会を 11 社
に限り行いたいということで、それは非常に
大きな力になってくるのかな、それがだんだ
ん全国的に広がっていきますと、この地区が
高専生を大事にする地域だということが定着
し、近隣の高専等からもここに就職するよう
な学生たちが出てくるのではないかと期待し
ています。

【神田教務主事】
私の方からは野村総合研究所様との連携に
ついてお話し申し上げます。神尾様、何度か
鶴岡に来鶴されており、高専の方にも足を運
んでいただいて、とにかく地元企業との連携
を進めたいと常々おっしゃっていました。本
校のＯＢが在校している高砂製作所さんです
とか、渡会電気土木の武田さんのところです
とか、本校がお世話になっている高研さんの
ところをご案内などしながら地元とどう連携
できるかを模索しております。
その一環として先程ご報告申し上げました
11 月 24 日に商工会議所の技術者ネットワ
ークの方からとにかく高専さんと何かやりた
いという話をいただいたものですから、本当

にいい機会だったので神尾さんにもご登壇い
ただいて、おそらく初めてだと思うんですが、
高専の教員がファシリテーターになって学生
もグループワークに入って、地元企業の方と
一緒になってグループワークを行いました。
それは今後継続していきたいと思っておりま
して、その中にまた神尾さんのローカルハブ
の構想だったりというところを強化していっ
て、形づくっていければなと思っております。
担当者の大西が今そこにいるので、もしコ
メントがあれば。急に振りましたが、実は大
西の方がグループワークなどを全部仕切った
といいますか。

【大西電気・電子コース長】
それでは、一応
教育プログラムと
して私の方では考
えていたのですが、
やはり本校の学生
と地元企業の皆さ
んが一緒に活動す
る場を作りたいと
いうのが一つ大き
くありまして、
その中で例えば CO-OP 教育などで協力い
ただいた企業さんもいるんですが、学生が企
業の方に教わりに行くのではなくて企業の方
と一緒に何かをするということというのも企
業の方、学生、もしくは高専の教員に交じっ
てという形で何か、そういったものの中で新
しい鶴岡の将来的なビジョンという、あるい
はそういったことを通じて学生が地元の企業
を知ってという、この機会も増えればなとい
う思いで今行っておりまして、前回 11 月 24
日に行わせていただきましたが、そういった
機会を今後もっと増やしていければというと

大西 宏昌
電気・電子コース長
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ころで、商工会議所技術者ネットワークの皆
様とも相談しながら次回のイベントを考えて
いきたいというふうに思っております。以上
です。

【皆川委員】
ありがとうございます。

【神田教務主事】
続いてアドミッション・ポリシーのことを
少し。今回の会、現状の本校の体制について
ご提案、改善事項をご指摘いただく場となり
ますので、今回承りましたご指摘、また改善
案については社会情勢に合わせてアドミッシ
ョン・ポリシー、三つのポリシーを変えてい
くのが基本となりますので、しっかりと受け
とめてまた入学試験委員会、また学校組織委
員会等で議論させていただきたいと思います。
ありがとうございます。

【早坂委員長】
それでは永澤委員どうぞ。

【永澤委員】
私から少しだけ。
やはりせっかく優
秀な県外の、しか
も庄内の優秀な方
が入学されて地元
に３割しか残らな
いというのが行政
的にもそうですし、
産業界にとっても
非常になんとかならないかなという思いが皆
さん強いと思います。今、市長の質問にも回
答があったように様々な工夫がされていると
いうことですので、ぜひもっといいアイデア、
工夫がないかといったことをぜひ考えに、改
善点として加えていただければなというふう
に思っております。

もう１点、今、政府もそうですが、山形県
でも今デジタル化について力を入れようと、
日本は少し遅れすぎているのではないか、し
かも国内でも山形県は遅れすぎているのでは
ないかというふうな指摘もあります。そうし
た中でデジタル力を上げていかなければなら
ないということがあると思うんですが、今高
専の中で特にそういった点について、ここに
あったようにウェザーステーションとか、い
ろいろ行っているようですが、特に新しい取
り組みなんていうのはありましたらご紹介い
ただけたらありがたいと思っていますが。

【神田教務主事】
ありがとうございます。あるとすればプロ
グラムとしてデジタル化を進めているわけで
はないのですが、先程申し上げたように前期
全てを遠隔授業にしたところで、普段パソコ
ンなどをあまり使わない教員も、ずっと板書
で行っている教員も自分でプレゼン資料を作
ったりとか非常に皆さんがゼロからすごい勢
いでデジタル化に進んだので、学校全体とし
ては後期何があってもすぐに遠隔授業に切り
替えられる体制になったので、そこは学校と
しては進歩したかなというふうに思っていま
す。
あともう一つ先程話をいただいた中で、地
域の方と一緒にデジタルに弱いデジタルバイ
トの講座なんかを地域と連携してやっていけ
ればなと思っています。今鶴岡市さんと一緒
に行っております旧福栄村の養蚕プロジェク
トのところも、地元の農家の方とデジタルバ
イトのところは行っているのですが、そうい
うデジタルバイトのところも高専として地域
と一緒になって乗り越えていければなと思っ
ています。

【早坂委員長】

永澤 浩一
山形県庄内総合支庁長
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よろしいですか。では西脇先生どうぞ。
【西脇委員】

いろいろと説明
していただきあり
がとうございます。
いろいろ感想とか
お願いとかあるん
ですけれども、今
はここまでの質問
ということでした
ので、それについ
てお願いいたします。
8 月 19 日に庄内若者定着促進会議という

ことで参加させてもらいました。そこに皆川
市長様も髙橋校長先生も同席なさったわけで
すけれども、そのときに 160 名中 60 名が進
学、100 名の就職のうち地元就職者は 30 名
ということで、それを 70 名ぐらいに増やし
ていきたいというお話しをなさったという記
憶を持っています。今日も同様の発言をして
くださいましたけれども、ぜひそれが実現と
なるように私冊子を読ませてもらって、何も
分からなかったものですから、目を通させて
もらいましたが、そういう努力をいろいろな
ところでなさっていると読み取れて、本当に
地元愛が強い私としては感謝、感謝でござい
ます。ありがとうございます。
あのとき上野会長がやはり待遇面だという
ことをおっしゃって、お金、賃金をアップし
なければ定着はしないというふうなことをお
っしゃっていたのが非常に印象に残っていて、
そのような要求も地元企業に６社ほどだった
かがなさっていて実現しているという話も書
かれてあったので、そういったことがますま
す促進されればいいなと思います。
この間、先日の 11 月 28 日の山形新聞に

高専のこのような特集が載っていて、求人倍
率が 14.5 倍だと書かれておりましたし、今
日の資料の中にも過去３年間の倍率が書かれ
てあります。14.5 倍ということは複数人を要
求する企業もあるでしょうから、ですがかな
りの数の企業が学生を選べるということにな
っています。ところが外に流れてしまう、７
割以上が外に流れてしまう、そのようなこと
についてやはり賃金格差というのが大きなネ
ックになっているのかなと個人的には思うの
ですが。その際になぜ学生さんがその企業を
選んだのかという調査は貴校ではなさってい
らっしゃるのでしょうか。そういったことを
やはり積み上げて分析して対応していくこと
が地元就職者を増やしていく一手になるので
はないかなと思いまして質問させてもらいま
す。以上です。

【髙橋校長】
私は総合的なデータではございませんけれ
ども、ある事例だけ申し上げますけれども、
今西脇先生がおっしゃいましたように待遇面
でこの庄内地域をあるいは山形を代表する養
豚業ですが、高専生の初任給を 20 万円にし
ていただきました。養豚業でなぜ高専生が必
要かというと、餌をやるのも豚舎の掃除も自
動化したいという要望があって、それで高専
生がほしいんだということで３年前私のとこ
ろに相談がありました。やはり待遇面をきち
んとしないとだめですよと言ったら 20 万円
という価格を提示してくださいました。そし
たらその年から毎年１人ずつそこの養豚業者
に入社するようになりました。
ですから、どうしても高専生が欲しいとい
うのであれば、何かそういう具体的な対策を
講じていただかないと難しいかなと思います。
何かデータはありますか。

西脇　庸
田川地区中学校長会会長
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【小野寺学生主事】
今ないので、今ご指摘ありました地元に就
職した学生、卒業生の追跡調査、これ、非常
に解決の一歩、検討の一つになろうかと思い
ますので、ぜひ検討させていただきたいなと
思います。ありがとうございます。

【早坂委員長】
よろしいですか。では、齋藤委員。

【齋藤委員】
今皆さん方から
いろいろな卒業し
てから就職の話で
地元が少ないだと
かいう話が出てい
て、私も実はそう
いうふうには思い
ます。
ただし、就職を
最初にして帰ってくるＵターンというのが、
学校の方にはおそらく断ってこないと思うん
です。「私帰ってきてしまう」とわざわざ報
告に来る学生はいないと思うんです。学生と
いうか卒業生はね。
ですから私地元にいる限りでは割と向こう
に行っても戻ってきてこちらで活躍している
学生、学生というか卒業生ですね、一般社会
人になるわけですけれども、結構多いのでは
ないかなという気がします。ですから、世の
中、鶴岡市、酒田市、庄内地域、山形県内に
鶴岡高専卒業生だよという人はそんなに少な
い数ではないのかなという気がするんです。
ただ、データとしてはとっていないと思うん
ですが、そんな気がします。
あと、説明の中で的を外れるかもしれませ
んけれども、卒業生の就職アンケート１－１
で説明した英語力がえらい少なくて、突出し

てどんと緑色が多かったですよね、これ 16
とかってこの単位は何ですか。16 社から回
答が来たということですか。英語力がダメだ
よというのは。

【神田教務主事】
そうですね。複数回答なので、16 社の方
からということです。

【齋藤委員】
16 社ということですか。何社の中の 16

社なんですか。突出して大きいですね緑色が。
このとおり英語力がだめだというのでしょう
けれども。

【神田教務主事】
もう１回正式な単位は確認いたしますけれ
ども、企業様からの回答が少なかったアンケ
ートになりますので・・・。

【齋藤委員】
とにかく英語力が高専の卒業生はだめだと
いうことでしょうから。
最後に「おやっ」と思ったのが３－２です。
これは何かに関係あるのかなと思うのですが、
課外活動指導の中で、実は私卒業生なので一
番感じたと思うんですが、過去から比べると
ずいぶんと数が少ないですよね。というふう
に感じていますし、実際そうであると思うん
です。最近何かありましたか。

【小野寺学生主事】
私からお答えをさせていただきます。現在
本校運動部が 16、文化部が 10 となっていま
すが、やはり安全面での管理というのが非常
に高い要求を求められておりまして、顧問を
的確に配置することができる、今の段階では
結構ギリギリの数となっています。クラブに
よっては顧問が１人だったり３人のところも
ありますが、休日対応の業務負担の軽減だっ
たり、そういったところを鑑みると現状これ

齋藤 　満
鶴岡高専峰友会…副会長
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以上は増やせないかなというところがあり、
新しく新設するとすればあるクラブとクラブ
を統合させてまた新しいクラブという形で整
理していって、数はこれ以上増やせないかな
と。
他高専と比べると本校は多くもなく少なく
もない、ちょうど真ん中ぐらいの数なんです
が、確かに実は私も卒業生なのですが、昔に
比べると少なくなっているところはあると思
うんですけれども、現状適切に管理するとい
う意味では全体で 26 のクラブが今は適切に
管理運営できるというところで回しておりま
す。

【齋藤委員】
なぜこんなことを言ったかというと、割と
私も体育系なものですから、部活とかクラブ
活動の縦の線で就職、ないしはそれに誘われ
てとか、「あなた、どうですか」ということ
が割と社会に出てから多いのかなという気が
するんです。現役に指導したり接触したりし
たときに自分の会社にどうだろうというよう
な話が割とあるものですから、そういう話が
スポーツを通じてというのが結構あるので、
少し足りないのかなと思ったものですからそ
ういう話をさせていただきました。

【髙橋校長】
最初の質問のUターンの件で少し私から
コメントさせていただきます。４、５年前か
らやはりUターンで戻ってきている卒業生
が多いのではないかということで、少しずつ
ではありますけれども各企業にデータを見せ
てくれるようにお願いをしております。まだ
数は十分ではありませんが、やはりかなりの
数がいるみたいです。それが分かりましたの
で、本校のホームページに卒業生のための欄
というのがありまして、そこをクリックする

とUターン情報が出てくるように４、５年
前からしております。あと山形銀行さんと連
携をさせていただいて、山形銀行さんが、Ｏ
Ｂで県外に出ている方々の戻ってきたいとい
う情報があったときにそれを優先的に斡旋す
るような仕組みを作って連携しながらなるべ
くこちらに卒業生を戻すような仕組みづくり
はさせていただいております。

【齋藤委員】
よく分かりました。ありがとうございます。

【早坂委員長】
熱心なご意見どうもありがとうございまし
た。
少し休憩を取りたいと思いますので、午後
３時から再開させていただきたいと思います。
どうぞよろしくお願いしたいと思います。

（　休　　　憩　）

【早坂委員長】
では、第２部の方にまいりたいと思います。
続きまして、基準４の方につきまして、田
中事務部長からよろしくお願いいたします。

【田中事務部長】
事務部長の田中
から説明させてい
ただきます。よろ
しくお願いします。
本校の財政基盤
と管理についてご
説明いたします。
まず本校の財政
基盤でありますが、
本校は独立行政法人国立高等専門学校機構の
構成機関であります。したがいまして、全国
の 51 ある国立高専をまとめている高専機構

田中 基久
事務部長
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